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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 社団法人 日本 電機 
工業 会 （JEMA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 改正す べきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 調 
査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 

これによ つて， JISC 9335-2-3 ： 1999 は 改正され， この 規格に 置き換えられる。 

改正に 当たって は， 日本工業規格と 国際規格との 対比， 国際規格に 一致した 日本工業規格の 作成 及び 日 
本 工業規格 を 基礎に した 国際規格 原案の 提案 を 容易に する ために， IEC 60335-2-3 ： 2002， Household and 
similar electrical appliances ― Safetv ― Part 2-3 : Particular requirements for electric irons を 基礎 と して 用い 7 こ 。 

この 規格の 一部が， 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 
実用新案 登録 出願に 抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 
は， このような 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 実用 新 
案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責任 はもたない。 

JISC 9335-2-3 に は， 次に 示す 附属 書が ある。 

附属 書 1 (参考） JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 
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家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 

第 2-3 部 ： 電気 アイ 口 ンの 個別 要求 事項 

Household and similar electrical appliances— Safety- 
Part 2-3 : Particular requirements for electric irons 

序文 こ の 規格 は， 2002 年に 第 5 版と し て 発行され た IEC 60335-2-3 ： 2002, Household and similar electrical 
appliances -Safety -Part 2-3 : Particular requirements for electric irons を 元に， 技術的 内容 を 変更 して 作成 し た 
日本工業規格 であ り ， JIS C 9335-1 ： 2003 (家庭 用 及び こ れに 類す る 電気機器の 安全性— 第 I 部 ： 一般 要求 
事項） と 併読す る 規格で ある。 

なお， この 規格で 点線の 下線 を 施して ある 箇所 は， 原 国際規格 を 変更して いる 事項で ある。 変更の 一覧 
表 を その 説明 を 付けて， 附属 書 1 (参考） に 示す。 

1. 適用 範囲 こ の 規格 は， 家庭 用 その他 こ れに 類す る 目的の た めの 定格 電圧が 250 V 以下の 電気 ドライ 
アイロン 及び 電気 スチームアイロンの 安全性に 関する 要求 事項に ついて 規定す る。 また， 5 L 以下の 容量 
の 独立した 水 タンク， 又は ボイ ラを もつ もの も 含む。 

通常， 家庭で 使用し ない 機器で あっても， 店舗， 軽工業 及び 農場に おいて， 一般の 人が 用いる 場合に 危 
険 要因と なる 機器 も， この 規格の 適用 範囲と する。 

この 規格で は， 住宅の 中 及び 周囲で， 機器に 起因して 人が 遭遇す る 共通 的な 危険性 を 可能な 限り 取り扱 
つてい る。 しかしながら 次の 状態に ついては 規定して いない。 
一 監視な しに 幼児 又は 非 健 常 者が 機器 を 用いる 場合 
- 幼児が 機器で 遊ぶ 場合 
備考 101. こ の 規格の 適用 に 際 し て は， 次の こ と に 注意 し な ければ な ら ない。 

一 車両， 船舶 又は 航空機 搭載 用 機器に は， 要求 事項の 追加が 必要になる 場合 も ある。 
- 多くの 国に おいて は， 厚生 関係 機関， 労働 安全 所管 機関， 水道 当局 その他の 当局に よ 
つて， 追加 要求 事項 を 規定して いる。 
102. この 規格 は， 次の 機器に は 適用し ない。 

- ロー タリ 式 及び 平 床 式 アイロン （JIS C 9335-2-44)。 
一 産業 用に だけ 使用す る 機器。 

一 腐食 性 又は 爆発性の 雰囲気 （じんあい， 蒸気 又は ガス） が 存在す るよう な 特殊な 状況 
の 場所で 使用す る 機器。 
備考 この 規格の 対応 国際規格 を， 次に 示す。 

なお， 対応の 程度 を 表す 記号 は， ISO/IEC Guide21 に 基づき， IDT (—致して いる）， MOD (修 
正して いる）， NEQ (同等で ない） とする。 

IEC 60335-2-3 ： 2002 Household and similar electrical appliances — Safety — Part 2-3 : Particular 
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requirements for electric irons (MOD) 

2. 引用 規格 引用 規格 は， JISC9335-1 の 2. による。 

3. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， JISC 9335-1 の 3. による ほ 力、 次に よる。 ただし， 3.1.9 
は， この 規格に よる。 

3.1.9 IIS C 9335-1 の 3.1.9 を， 次の 内容に 置き換える。 

通常 動作 機器の 動作 は， 次の 状態で 行う。 

a) アイロン は， その スタンド 上に 置いて， その 自動 温度調節 器 を 最高の 設定 値で 動作す る。 

b) アイロンに 自動 温度調節 器がない 場合 は， カバナ 面の 中心 線 上の 中央部の 表面 温度 を， 電源の ON .OFF 
に 切り換える ことによって 250 °C 土 10 °C に， 又は 温度が これに 達しない 場合 は， 最高 温度に 維持す 

る。 

c) 独立した 水 タンク 又は ボイ ラを もつ スチームアイロン は， 水 ダンク 又は ボ イラに 水 を 満たした 状態で 
動作す る。 

d) ボイ ラを 組み込んで いる 圧力 式 スチームアイロン は， 水 を 入れた 状態 又は 水 を 入れない 状態の， いず 
れか 厳しい 条件の 方で 動作す る。 

e) その他の スチームアイロン は， 空で 動作す る。 

3.101 スチームアイロン （steam iron) アイロン かけ 時に， 織物に スチーム を 供給す る 発生 装置が ある ァ 

ィ ロン。 

備考 スチームアイロン は， スチーム を 布に 吹き付ける 装置 を 組み込んでも よい。 
3.102 開放 形 スチームアイロン （vented steam iron) 水が かけ 面 内部の 気化 室に 接触 するとき に スチーム 
を 発 坐し， 水 タンクが 大気圧の スチームアイロン。 

備考 水 タンク は， アイロンの 中に 組み込まれても よい。 そうでない 場合， アイロンに ホースで 接続 
する。 

3.103 圧力 式 スチームアイロン （pressurized steam iron) 50 kPa を 超える 圧力で， ボ イラに よって スチー 
ムを 発生す る スチームアイロン。 

備考 ボイ ラは， アイロン 中に 組み込む か 又は， アイロンに ホースで 接続しても よい。 
3.104 瞬間 スチームアイロン （instantaneous steam iron) 少量の 水が 水 タンクから ポンプで 送られ， スチ 
—ム は， 水が ボ イラの 壁に 接触 するとき 作られ， 水 タンク 及び ボ イラが 大気圧の スチームアイロン。 

備考 水 及び ボイ ラは， ホースで アイロンに 接続す る。 
3.105 コードレス アイロン （cordless iron) スタンドに 置いた とき だ け 電源に 接続す る アイロン。 

備考 コードレス アイロンに は， アイロン かけ 時に 電源 を 直接 接続で きる もの も 含む。 
3.106 かけ 面 （soleplate) アイロン かけ 中に， 織物 部分に 押し付けられる アイロンの 加熱 部分。 
3.107 スタンド （stand) アイロン を 休止 時に 置く， アイロンの ヒール 部分， 又は アイロンと は 分離して 
設けた 部品。 

備考 独立した 水 タンク 又は ボイ ラは， スタンド として 用いても よい。 

4. —般 要求 事項 一般 要求 事項 は， J1S C 9335-1 の 4. に よる。 
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5. 試験の ための一 般 条件 試験の ための 一般 条件 は， JISC 9335-1 の 5. による ほか， 次に よる。 ただし， 
5.2 及び 5.3 は， この 規格に よる。 

5.2 JISC9335-1 の 5.2 による ほか， 次に よる。 

備考 101. 21.101 の 試験 中， 保護 装置が 回路 を開路 する 場合 は， 試験 は 別の 機器で 続ける。 
102. 25.14 の 追加の 試験 は， 別の 機器で 行う。 

5.3 JISC9335-1 の 5.3 による ほか， 次に よる。 

自動 温度調節 器 を もつ アイロンの 21.101 の 試験 は， 11. の 試験の 前に 行う。 22.102 の 試験 は， 11. の 試験 
の 最中に 行う。 

5.101 特に 規定がない 限り， アイロンに モータが 組み込まれ ていても， 電熱 機器と して 試験す る。 

5.102 コードレス アイロン のうち， アイロン かけ 時に， アイロンに 電源 を 直接 接続で きる もの は， 両方の 

動作 モー ド によって 関連す る 試験 を 行う。 

6. 分類 分類 は， JIS C 9335-1 の 6. による。 

7. 表示 及び 取扱 説明 表示 及び 取扱 説明 は， J1SC 9335-1 の 7. による ほ 力、， 次に よる。 ただし， 7.1， 7.12 
及び 7.15 は， この 規格に よる。 

7.1 JISC 9335-1 の 7.1 による ほ；^， 次に よる。 

第 3 項 を 次の 内容に 置き換える。 
― 定格 入力 （W 又は kW) 

また， 次の 内容 を 追加す る。 

分離した スタンドに は， 次の 内容 を 表示し なければ ならない。 
一 製造業 者 若しくは 責任 を もつ 販売 業者の 名称， 商標 又は 識別 記号。 
一 スタン ドの モデル 又は 形式 

コードレス アイ ロンの スタン ドに は， 次の 表示 をし なければ ならない。 
一 定格 電圧 又は 定格 電圧 範囲 （V)。 
- 定格 入力 又は 定格 入力 範囲 （W 又は kW)。 
7.12 JISC 9335-1 の 7.12 による ほ 力、， 次に よる。 

取扱 説明 書 に は， 次の 内容 を 含ま な ければ ならない。 
一 使用者 は， 電源に 接続され ている 間， アイロン を 放置して， その 場所 を 離れて はならない。 
― スチームアイロン 及び 水 を スプレ する 装置 を 組み込んで いる アイロンの 電源 コードの プラグ は， 水タ 

ンクに 注水す る 前に， コンセントから 外さなければ ならない。 
一 圧力 式 スチームアイロンの 給水 口 は， 使用 中 開放して はならない。 水 タンクに 安全に 再び 水 を 満たす 

ための 説明 を 示さなければ ならない。 
- コードレス アイロン に対して は， アイロン は 専用の スタンド を 用いる。 
一 旅行 用 アイロン は， 通常の 使用 頻度 を 目的と していない。 
7.15 J1SC 9335-1 の 7.15 による ほ 力、， 次に よる。 

独立した 水 タンク 又は ボイ ラを もつ スチームアイロン の 全 定格 入力 は ， 電源 端子 又 は 電源 コード を 含 む 
部分に 表示し なければ ならない。 
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8. 充電 部への 接近に 対する 保護 充電 部への 接近に 対する 保護 は， JISC 9335-1 の 8. による。 ただし， 
8 丄 2 は， この 規格に よる。 

8.1.2 JIS C 9335-1 の 8 丄 2 による ほ 力、， 次に よる。 

備考 101. コードレス アイロンの スタン ドの 接続 装置 は， コンセントと はみ なさない。 

9. モータ 駆動機 器の 始動 JISC 9335-1 の 9. は， この 規格で は 適用し ない。 
國 入力 及び 電流 人力 及び 電流 は， J1SC 9335-1 の 10. による。 

11. 温度 上昇 温度 上昇 は， JIS C 9335-1 の 11. による。 ただし， 11.2， 11.4 及び 11.6〜11.8 は， この 規格 

による。 

11.2 J1SC 9335-1 の 11.2 を， 次の 内容に 置き換える。 

a) アイロン は 試験 枠 （テスト コーナ） の 床上で， 壁から 離して その スタンド 上に 置く。 ただし， スチー 
ム アイロンの 独立した 水 タンク 又は ボイ ラは， 壁に できるだけ 接近して 配置す る。 約 20 mm の 厚さの 
つや 消しの 黒塗り ベニヤ板 は， 試験 枠 （テスト コーナ） として 用いる。 分離した 水 タンクが 付いた 開 
放 形 スチームアイロン， 圧力 式 スチームアイロン 及び 瞬間 スチームアイロン は， 水 タンク を 空 及び 満 
水の いずれの 状態に おいても 試験す るが， スチーム は 噴出 させない。 

b) コードレス アイロン 以外の アイロン は， 高さが 少なくとも 100 mm ある 3 点 支持 台 上に， かけ 面 を 水 
平にして 載せて 試験 をす る。 分離した 水 タンク を もつ 開放 形 スチームアイロン， 圧力 式 スチーム アイ 
ロン 及び 瞬間 スチーム アイ 口 ンは， 水 タンク か 又は ボ イラに 水 を 満たした 状態で 動作す る。 

c) 自動 式 コード リール を もつ 機器 は， コードの 全長の 3 分の 1 を 引き出して おく。 コード シースの 温度 
上昇 は， リー ルの 中心 にで きる 限り 近い 部分で 測定 し， リー ル 上の コードの 最 も 外側の 2 層 間で も 測 
定 する。 ただし， コード リールが アイロン かけ 中に， 動かされる 部分に 組み込まれ ている 場合， コー 
ドは 完全に 引き出して おく。 

d) 自動 式 コード リール 以外で， 機器が 動作 中， 電源 コード を 部分的に 収容で きる コード 収納 装置 は， コ 
ードを 50cm 引き出して おく。 ただし， アイロン かけ 時に 動く 部分に ある コードの 収納 装置の コード 
は， 完全に 引き出して おく。 コードの 収納され た 部分の 温度 上昇 は， 最も 厳しい 条件の 場所で 測定す 
る。 

I. 1.4 JIS C 9335-1 の 11.4 による ほか， 次に よる。 

モータ， 変圧器 又は 電子回路 を 組み込んで いる 機器で， 温度 上昇限度 値が 超過しても， 入力が 定格 入力 
より 低い お i/T に は， 試 ，货 は， 機器の 定格 電圧の 1.06 倍の 電圧で 繰り返す。 
■ JIS C 9335-1 の 11.6 は， この 規格で は 適用し ない。 

II. 7 J【SC 9335-1 の 11.7 を， 次の 内容に 置き換える。 
アイロン は， 安定状態になる まで 動作す る。 

分離した 水 タンク を もつ 開放 形 スチームアイロン， 圧力 式 スチームアイロン 及び 瞬間 スチームアイロン 
は， 3 点 支持 台 上に アイロン を 置いた 状態で 試験す る 場合， スチーム 噴出 10 秒， 及び スチーム 噴出 休止 10 
秒 を 1 サイクル として， 周期 的に 噴出させる。 
11.8 JIS C 9335-1 の 11.8 による ほ 力 \ 次に よ る。 

a) アイロン を H 点 支持 台 上に 置いた 状態で は， 試験 中に 内部 配線 及び 可と う コードの 絶縁 物の 温度 上昇 
だけ 測定す る。 ただし， 温度 上昇限度 値 は， 圧力 式 スチームアイロン 及び 瞬間 スチームアイロンの 水 
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タンク 及び ホースに 適用す る。 ホースの 可 触 面の 温度 上昇 は， 通常 使用 状態で 短時間 だけ 握る ハンド 
ルの 温度 上昇限度 値に 適合し なければ ならない。 ただし， 非金属 ホースが 織物 材で 覆われて いる 場合 
は， 織物 材の 表面の 温度 上昇 は 80 K を 超えて はな ら ない。 
b) モータ， 変圧器， 電子回路の 部品 及び それらに 直接 影響 を 受ける 部品の 温度 上昇限度 値 は， 定格 入力 
の 1.15 倍で， 機器 を 動かす とき は 超えても よい。 

T マークがない 電源 コード を 含む， 内部 配線 及び 外部 配線の ゴム 又は 塩化 ビニル 絶縁 物の 温度 上昇限度 

値 は， 泰ぇゃ JIHHlH き 加 A き 直き _ 適甩す る 。 

12. (規定な し） 

13. 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 動作 温度での 漏え い 電流 及び 耐 電圧 は， JISC 9335-1 の 13. によ 

る。 

14. 過渡 過 電圧 角 過 電圧 は， JIS C 9335-1 の 14. による。 

15. 耐湿性 耐湿性 は， JISC 9335-1 の 15. による。 ただし， 15.2 は， この 規格に よる。 
15.2 JISC9335-1 の 15.2 による ほか， 次に よる。 

独立した 水 タンク か 又は ボイ ラを もつ スチームアイロン 以外の スチームアイロン は， 代わりに， 次の 試 

験 を 行う。 

a) アイロン は， 取扱説明書に 従った 給水 位置に して， 約 1 % の NaCl を 含む 水 を 一杯に 入れる。 さらに， 
(M L を徐々 に 給水 口から 1 分 間で 注入い つ （溢） 水す る。 その後 アイロン は， スタンドに 置き， 16.3 
の耐 電圧 試験に かける。 アイロン は スタンドに 置いた ままで， 10 分 後に もこの 耐圧 試験 を 繰り返す。 

b) 水が 満たされ ている 間， アイロン は， 通常 動作で 1 分 間 定格 入力で 動作す る。 その後， 16.3 の耐 電圧 
試験に 耐 え な ければ な ら ない。 

c) コードレス アイロンの いつ 水 試験 は， アイロンが 容易に その 姿勢で 水 を 満たす ことができる 場合， ァ 
イロ ンを その スタンド 上に 置いて 行う。 この 試験で， アイロン は， 通常の 使用 状態の ように， その ス 
タン ド 上に 置く。 

16. 漏え い 電流 及び 耐 電圧 漏え い 電流 及び 耐 電圧 は， JISC 9335-1 の 16. による。 

17. 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 は， J1SC9335-1 の 17. 

による。 

18. 耐久性 JISC9335-1 の 18. は， この 規格で は 適用し ない。 

國 異常 運転 異常 運転 は， 丄 IS C 9335-1 の 19. による ほか， 次に よる。 ただし， 19.1， 19.4 及び 19.7 は， 

この 規格に よる。 

19.1 修正 19.2 及び 19.3 の 試験 は， 行わない。 

追加 コードレス アイロン は， 19.101 の 試験 を 行う。 
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19.4 修正 試験 は， 定格 入力で 行う。 

追加 すべての スチームアイロン は， 水 を 入れる か 又は 入れない 状態の， いずれ か 厳しい 条件で 試 

験す る。 

試験 は， アイロン を その スタンド 上に 置いた 状態で だけ 行う。 
11. の 試験 中に 動作す る 圧力 を 調整す る あらゆる 制御装置 は， 動作 不能に する。 
19.7 JISC 9335-1 の 19.7 による ほ 力、， 次に よる。 

試験 は， モータの 通電 スィッチ を 手で 保持し ない もの は， 5 分 間 行う。 
19.101 コードレス アイロン は， 自動 温度調節 器が 最初に 動作す るまで， 定格 入力の 通常 動作で 作動す る。 
その後， アイロン を スタンドの 材質に 最も 悪 影 1 を 及ぼす 位置に して， その スタンド 上に 置く。 

20. 安定性 及び 機械的 危険 安定性 及び 機械的 危険 は， JISC 9335- 1 の 20. による。 ただし， 20.1 は， この 
規格に よる。 

20.1 JISC 9335-1 の 20.1 は， 次の 内容に 置き換える。 
アイロン は， 卜 分な 安定性がなければ ならない。 
適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

スタンドが 一体の アイロン は， 水平面より 10° 傾斜した 平面 上に 置き， その コード は， 最も 厳しい 条件 
の 状態で 傾斜した 面 上に 置く。 分離した スタンド を もつ アイロン は， 水平面よ り 15 ° 傾斜した 平面 上に ス 
夕 ンドを 置く。 

通常の 使用 状態で， 使用者が 水 を 入れる ことにな つてい る 機器 は， 空か 又は 取扱説明書の 中に 示される 
容量 以下 の 最も 厳し レ ^ 条件の 水量 を 入れて 試験す る 。 

備考 肌 スタンド は， アイロンと スタンド 間との 静止 摩擦に 打ち勝つ ように， スタンド を 軽く たた 
いても ょレ、 
102. 機器 は， 電源に 接続し ない。 
アイロンが 転倒す るか 又は どんな 姿勢で も スタンドから 滑る 場合 は， すべての 姿勢で 11. に 規定す る 試験 
をす る。 

温度 上昇 値 は， 表 9 に 規定す る 値 を 超えて はならない。 

國 機械的 強度 機械的 強度 は， JISC 9335-1 の 21. による ほか， 次に よる。 
適否 は， 21.101 の 試験に よっても 判定す る。 

21.101 アイ 卫_ヒ あ… 荬袼 み 方で 通常せ 使 厘扰 麓：? ffi きき. ^ は 厘緝 £ぁ j き 驗？! ^ゆお^^ お H 

その後， アイロン はかけ 面 を 水平の 位置に して， ハンドル をつ るし， 厚さ 15mm 以上で， 質量 15kg 以 
上の 堅固に 支持され た 鋼板の 上に， 高さ 40 mm から 落下させる。 試験 は， 毎分 20 回 以下の 速度で 1 000 

回 行う。 

試験 は， アイロン がその 時間の 約 15% の 間， 鋼板 上に 静止す るよう に 行う。 
備考 アイロン は， 衝撃 エネルギーが， その 質量 だけに 依存す るよう につる す。 

試験 後， アイロン は， この 規格の 要求 事項に 適合し なくなる ような 損傷 を 受けて はならない。 
特に 8.1， 15.2 及び 29. の 要求 事項に 適合し なくなる ような 損傷 を 受けて はならない。 疑義が あ 
る 場合 は， 付加 絶縁 及び 強化 絶縁に， 16.3 の耐 電圧 試験 を 行う。 
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22. 構造 構造 は， J1SC 9335-1 の 22. による ほか， 次に よる。 ただし， 22.7 は， この 規格に よる。 
22.7 JISC933S-1 の 22.7 を， 次の 内容に 置き換える。 

圧力 式 スチームアイロン， 及び 瞬間 スチームアイロン は， 過度の 圧力の 危険に 対して， 十分な 安全装置 
を 組み込ま な ければ な ら ない。 

スチーム 又は 熱湯 の ジ ェ ッ ト が 保護 装置 を 通して 噴出され た 場合， 電気 絶縁 は 悪影響 を 受けて はなら ず， 
かつ， 使用者が 危険に さらされて はならない。 

適否 は， 目視 検査 及び 次の 試験に よって 判定す る。 

圧力 式 スチームアイロンの 場合， ボイ ラを 蒸気で 満たす が， 蒸気 を 噴出 させない 状態で， 11. の 試験 中に 
発生す る 最大 圧力 を 測定す る。 試験 中， 動作した 圧力 調整 装置 はすべ て 動作 不能に して， 再度， 圧力 を 測 
定 する。 その 圧力 は 200kPa (2 バール） 以下で なければ ならない。 その後， いかなる 圧力 制限 用 保護 装置 
も 動作 させずに， ボ イラ 中の 圧力 を， 最初に 測定した 圧力の 5 倍 又は 11. の 試験 中に 動作す る 圧力 調整 装置 
を 動作 させずに 測定した 圧力の 2 倍のう ち， いずれ か 大きい 値まで 上昇す る。 このと きに 水 タンクから 漏 
れ があって はならない。 

ボ イラ 内に 蒸気の 供給 を 調整す る 装置 を もつ 圧力 式 スチームアイロン は， 11. の 試験 中に 動作す るすべ て 
の 圧力 調整 装置 を 動作 不能に した 状態で， 11. の 条件で 運転す る。 気化 室 内の すべての 開放 口 を 密閉 し ， 蒸 

気 調整 装置 は 開放す る。 ボ イラの 外郭 内の 意図的に 弱く した 部分 を 除き， ホースから 漏れが あって はなら 
ない。 漏れが 生じた 場合 は， 別の アイロンで 再度 漏れ 試験 を 行う。 

瞬間 スチームアイロン のかけ 面に あるす ベての 孔は 密閉し， 水 タンク 中の 圧力 は， 圧力 制限 保護 装置が 
動作す るまで 水圧に よって 上昇させる。 圧力 は， 50kPa (0.5 バール） を 超えて はならない。 次に， 保護 装 
置 を 通る 出口 は 密閉し， 圧力が lOOkPa (1 バール） まで 上昇 させ， 1 分 間 この 値 を 維持す る。 このと き容 
器から 漏れが あって はならない。 

22.101 アイロン は， スタンド を 備えて いなければ ならない。 

適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 
22.102 スチームアイロン は， アイロン を 取扱説明書に 従って 用いる とき， 使用者が 危険に さらされ るよ 
うないつ 水， 及び スチーム か 又は 熱湯の 突然の 噴出がない ような 構造で なければ ならない。 

ボ イラの 給水 キャップ を 外す ときに， 使用者が ス チ 一 ム 及び 熱湯の ジ ヱット 噴出 による 危険に さらされ 
るお それが ないよう， キヤ ッ プを 完全に 外す 前に， コン ドロールして 圧力が 抜けて いなければ ならない。 

適否 は， U. の 試験 中に 目視 検査 を 行い， 試験の 終了 時に， 給水 キャップ を 外す ことによって 判定す る。 
22.103 独立した ボイ ラを もつ スチームアイロンの 場合， 工具 を 用いる ときに 限り 触れる ことができる， 1 
個 以上の 非 自 己 復帰 形 温度 過 昇 防止 装置 を 組み込んで レ ゝ な ければ な ら ない。 

適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 
22.104 19.4 及び 22.7 の 試験の 間， 動作す る 圧力 制限 保護 装置 は， 直径 5 mm 以上 又は 面積 20 mm 2 以上 及 
び 3 mm 以上の 幅の イン レット 開口部 を もち， アウトレット 開口部の 面積 は， イン レット 開口部の 面積 以 
上で なければ ならない。 

適否 は， 測定に よって 判定す る。 
22.105 コードレス アイロンの 接続 接点 は， 通常 使用 時に 発生す る 電気 的 又は 機械的 故障が 危険 を 招か, な 
いような 構造で なければ ならない。 

適否 は， 次の 試験に よって 判定す る。 

アイロンの 2 個の 充電 ピン は， 共に 外部 抵抗 負荷に 直列に 電源に 接続す る。 外部 負荷 は， アイロンが 定 
格 電圧で 給電 したと きの 定格 電流の 1.1 倍の 電流 とする。 
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アイロン は， その スタンドに 置いて， 毎分 10 回の 割合で 50 000 回 着脱す る。 その後 通電 しないで， 更 
に 50 000 回 継続す る。 

試験 後， アイロン は 更に 用いる ことができ， 8.1， 16.3, 27.5 及び 29. に 適合し なければ ならない。 
22.106 アイ 口 ン かけ 時に 電源 を 直接 アイ ロンに 接続す る こ と もで きる コードレス アイ 口 ンは， アイロン 
から 接続 器 を 抜く のに 要する 力が， 30 N 以上で あるよう な 構造で なければ ならない。 

適否 は， 測定に よって 判定す る。 
備考 ロック 装置 は， 試験 を 実施す る 前に ロックす る。 

23. 内部 配線 内部 配線 は， J1SC 9335-1 の 23. による。 

24. 部品 部品 は， JISC 9335-1. の 24. による ほか， 次に よる。 ただし， 24.1.3 及び 24.4 は， この 規格に よ 

る。 

24.1.3 JIS C 9335-1 の 24.1.3 による ほか， 次に よる。 

スチーム 又は 水の 噴出 を コントロール する スィッチ は， 50 000 回の 切換え 動作 を 行う。 

24.4 JIS C 9335-1 の 24.4 による ほ 力、， 次に よる。 

備考 101. この 要求 事項 は， アイロンと コードレス アイ 口 ンの スタンドとの 間の 接続に は 適用し ない。 
24.101 19.4 に 適合させる ために アイロンに 組み込まれた 装置 は， 工具 を 用いる ときに 限り， 触れる こと 

がで きる 非 自己 復帰 形の もので なければ ならない。 
適否 は， 目視 検査に よって 判定す る。 

25. 電源 接続 及び 外部 可とう コ一 ド 電源 接続 及び 外部 可と ぅコー ドは， JIS C 9335-1 の 25, に よ る ほか， 
次に よる。 ただし， 25.5， 25.7 及び 25.14 は， この 規格に よる。 

25.5 JIS C 9335-1 の 25.5 による ほ 力 \ 次に よる。 

Z 形取 付け は， 旅行 用 アイ 口 ン 及び コードレス アイ 口 ンの 場合に 用いる ことができる。 

備考 101. Z 形取 付け は， アイロン かけ 時に， 電源 を 直接 アイロンに 接続す る こと もで きる コード レ 
ス アイ 口 ンの 場合に は 用いて はならない。 
25.7 JIS C 9335-1 の 25.7 による ほか， 次に よる。 

編 組 コード は， 用いても よい。 

巨 三 ノヒコ 二]^ さ 三 止え ャズ ぇィャ 三： ど 逸 び 互 三 をえ；^ ズタ丄 ャケ 二- 7^ぜ_，__ 里ヒ _§丄 もが;^ ぎ な レレ 
備考 101. 塩化 ビニル コード は， アイロン かけ 時に， 電源 を 直接 アイロンに 接続す る こと もで きる コ 
一 ドレス アイ ロンに は 用いて はならない。 

25.14 JIS C 9335-1 の 25.14 による ほ 力、 次に よる。 

籠お^^^ 趫翳 に^^ H …コニ f に^；！^ズ 遍 定ぎ 扛な歷 で _ゅ な丄 や- 體重耷 艇^^ l 

屈曲 回数 は， 20 000 回と する。 
備考 101. この 試験 は， アイ 口 ン かけ 時に 電源 を 直接 アイ 口 ンに 接続 もで き る もの 以外の コードレス 
アイロンに は 適用し ない。 

独立した 水 タンク 又は ボイ ラを もつ スチームアイロンの 場合， この 試験 は， スチーム ホース 及び 相互 接 
続 コード を 一緒に 行う。 それらが 1 個の シース 中に 内蔵され る 力、， 又は 互いに はり 付いている 場合 は， そ 
れを 90° ねじって はならない。 



著作 栴法 によ り 無断での 複製， 転戦 等 は 禁止され ております。 
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試験 後 は， 次の ような ことがあって はならない。 
一 ホースの 緩み。 

一 こ の 規格に 適合す る こと を 阻害す る 程度の ホ 一 ス の 損傷。 
- ホースからの 漏れ。 
機器 は， 図 8 のよう な 器具に 設置して， 次の テスト を 行う。 

電源 コード は， 機器から 垂直に つるし， 10N の 力 を 加える。 振動子 は 180° の 角度で 動かし， 級 初の 位 
置に 戻す。 曲げ 回数 は 2 000 回で， 1 分 間に 6 回の 割合で 行う。 

備考 102. 機器 は， 最も 電源 コードが 収納され る 部分 周辺で， 損傷が 起こる ような 位置で 直接 曲がる 

ように 設置す る。 

103. 例えば， コードレス アイロン 及び 分離した 水 タンク を もつ アイロンの ような コードが 周辺 
の 機器に 囲まれる こ と が あ り えない 場合， 試験 は 行わない。 

26. 外部 導体 用 端子 外部 導体 用 端子 は， JISC9335- 1 の26.にょる。 

27. 接地 接続の 手段 接地 接続の 手段 は， JISC 9335-1 の 27. による。 

28. ねじ 及び 接続 ねじ 及び 接続 は， JISC 9335-1 の 28. による。 

29. 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶縁 は， JISC 9335-1 の 29. による。 

30. 耐熱性 及び 耐火性 耐熱性 及び 耐火性 は， JISC 9335-1 の 30. による。 ただし， 30.1 及び 30.2.3 は， こ 

の 規格に よる。 

30.1 JISC 9335-1 の 30.1 による ほか， 次に よる。 

自動 温度調節 器 を もつ アイロン では， 19. で 発生す る 温度 上昇 は 考慮に 入れない。 
30.2.3 JIS C 9335-1 の 30.2.3 は， こ の 規格で は 適用 しない。 

31. 耐 腐食 性 耐 腐食 性 は， JISC 9335-1 の 31. による。 

32. 放射線， 毒性 その他 これに 類す る 危険性 放射線， 毒性 その他 これに 類す る 危険性 は， JIS C 9335-1 

の 32. による。 



著作権法 によ り無 断での 複魁， '1ぉ 職 等 はお 止されて お ります。 
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附属 書 

JIS C 9335-1 の 附属 書に よ る。 



著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 



附属 書 1 (参考） JIS と 対応す る 国際規格との 対比 表 



JIS C 9335-2-3 ： 2004 家庭 用 及び これに ^ すろ, li;ti 器の 安全性— 
第 2-3 部： 電気 アイロンの 個別 要求 事項 


IEC 60335-2-3 ： 2002 Household and similar electrical appliances — Safety — 
Part 2-3 : Paticular requirements for electric irons 


I I ) JIS の 規定 


■ 国際 
規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 
の 項目 ご と の 評価 及び その 内容 

表示 箇所 ： 本体 

表示 方法 ： 点 IS の 下 Ife 


(V) JIS と 国 儘との 技術的 差異の 理由 

及び 今後の 文 揽 


項目 

番号 


内容 


項目 

番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


1. 適用 

範囲 


定格 電圧が 250 V 以下の 家 
庭 用 電気 アイ 口 ン 及び 電 
気 スチーム アイ 口 ンの安 
全 性 


IEC 

60335-2-3 


1 


國 に 同じ。 


IDT 






2. 引 用 
規格 


JIS C 9335-1 による。 


IEC 

60335-2-3 




國 に 同じ。 


IDT 






3. 定義 


通常 動作， スチーム アイ 口 
ン， コードレス アイロンな 
どの 定義 


IEC 

60335-2-3 


3 


國 に 同じ。 


IDT 






4. 一般 

要求 事項 


安全の 原則 


IEC 

60335-2-3 


4 


國 に 同じ。 


IDT 






5. m 馬 只 

のた めの 
一般 条件 


サンプル 数， 試験 順序， コ 
一 ドレス アイ 口 ンの 試験 
条件な ど 


IEC 

60335-2-3 




國 に 同じ。 


IDT 






6. 分類 


■ C 9335-1 による。 


IEC 

60335-2-3 


6 


國 に 同じ。 


1DT 






7. 表示 
及び 取扱 
説明 


銘板 表示， 取扱説明書への 
記載 内容 


IEC 

60335-2-3 




J1S に 同じ。 


IDT 
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0$sn t JSTSS^, 一 hwtlT お ^T。 



( I ) JIS の 規定 


(II) 国際 
規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 

の 項 目 ご と の 評価 及 びその 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下^ 


(V) JIS と 国 P 織 格との 樹腳勺 差異の 理由 

及び 今後の 対策 


項目 
番号 


内容 


項目 

3IZ. 口 

舍 巧' 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


8. 充電 

部への 接 
近に 対す 
る 保護 


試験 指 及び テス トビンに 
よ る 検査 並びに コード レ 
スァ イロ ンの 接続 装置の 
扱い 


IEC 

60335-2-3 


8 


國 に 同じ。 


IDT 






9. モ 一 

タ 駆動機 
器の 始動 


適用し ない。 


IEC 

60335-2-3 


9 


國 に 同じ。 


IDT 






10, 入力 

及び 電流 


國 C 9335-1 による。 


IEC 

60335-2-3 


10 


國 に 同じ。 


IDT 






11. 温度 
上昇 


設置 条件， 試験 時間， 試験 
電圧， 温度 測定 箇所な ど を 
規定 

内部 配線 は 10K 緩和 


IEC 

60335-2-3 


11 


國 に 同じ。 
ただし， 内部 配線 は， 
温度 上限 値が 50 K の 
電線 だけ 10K 緩和。 


MOD/ 
追加 


J IS は， 内部 配線に 
IEC 適合 ビニル 電線 以 

外 を 用いて いる 場合 
も 考慮し， すべての 電 
線の 温度 許容 値 を 10 
K 緩和した。 


アイロンの 設置 条件 は， 水平 状態と な 
つてお り， 実 使用 状態 （水平と 垂直の 
繰返し） と は 異なる。 試験の 効率化 を 
考えて， 水平 だけと したと 考えられる 
力 \ 条件が 厳しいた めに 温度 上限 値が 
緩和され ている。 し 力 、し， ビニル 電線 
だけ カミ IEC で 考慮され ており， ビニル 
電線 以外に も 対応 させた （JISC 9335-1 
の 備考に 対応 させた。）。 


12. (規定 
なし） 


規定な し 


IEC 

60335-2-3 


12 


國 に 同じ。 


IDT 






13. 動作 
温度での 
漏え ぃ電 
流 及び 耐 
電圧 


運転 状態に おける 漏え い 
電流 及び 耐 電圧 試験 


IEC 

60335-2-3 


13 


國 に 同じ。 


IDT 
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I ま ； i^c J ■ s^s^ ^ tLT お 叫 II 。 



■) JIS の 規定 


(II) 国際 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 


(V) JIS と 国 『纖 格との 技術的 差異の 理由 






規格 番号 






の 項目 ごとの 評価 及び その 内容 


及び 今後の 












表示 箇所 


： 本体 














表示 方法 


： 点線の 下線、 




項目 


内容 




項目 


. 内容 


項 目 ご と 


技術的 差異の 内容 




JO?. 口 






4 万- 




の 評価 






14. 過渡 


空間 距離の 既定値 を 満た 


IEC 


14 


國 に 同じ。 


IDT 






過 電圧 


さ ない 箇所に 対する ィ ン 
パルス 試験に よ る 代替え 
筑 験 


60335-2-3 












15. 耐湿 


スチーム アイ 口 ンの いつ 


IEC 


15 


國 に 同じ。 


IDT 


― 




性 


水 試験 及び 耐湿 試 1 贪 


60335-2-3 












16. 漏え 


耐湿 試験 後の 絶縁 性の 評 


IEC 


16 


國 に 同 じ 1 


IDT 






い 電流 及 


価 


60335-2-3 












び耐 電圧 
















17. 変圧 


変圧器が 過 負荷 又は 短絡 


IEC 


17 


國 に 同じ。 


1DT 


― 




器 及び そ 


状態 を 模擬した 温度 試験 


60335-2-3 












の 関連 回 
















路の過 負 
















荷 保護 
















18. 耐久 


適用し ない。 


IEC 


18 


國 に 同じ。 


1DT 


― 




性 




60335-2-3 












圍 異常 


コードレス アイ 口 ン， スチ 


IEC 


19 


國 に 同じ。 


IDT 






運転 


—ム アイ 口 ンの 異状 状態 
など 


60335-2-3 












20. 安定 


スタン ド においた ときの 


IEC 


20 


國 に 同じ。 


IDT 


- 




性 及び 機 


安定性 


60335-2-3 












械的 危険 
















21. 機械 


アイ 口 ンの 落下 試験 コー 


IEC 


21 


コ一 ドレス アイロン 


MOD/ 


IEC では， コードレス 


使用 実態から みて， コードレス アイ 口 


的 強度 


ドレス アイロン にも 適用 


60335-2-3 




は， 落下 試験 を 行わな 

い。 


変更 


アイ 口 ンは 落下 試験 
を 行わない 力、 JIS で 
は， ほかの アイ 口 ン と 
同じよう に通電 状態 
で 落下 試験 を 行う こ 
とに した。 


ンも ほかの アイロンと 同様， 通電 状態 
での 落下 対策が， 安全 上 必要と 考え， 

規定 を 追加した。 IEC に 提案 を 検討。 
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解 fl§^tn ^ ^s4aB さお IT. ゆ や. lt お f〕 叫 40 



( I ) JIS の 規定 


■ 国際 
規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 

の 項目 ご と の 評価 及び そ の 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点 まの 下線 


(V) JIS と 国 P 調 各との 技術的 差異の 理由 

及び 今後の 文様 


項目 

备-ゔ 


内容 


項目 
番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 


22. 構造 


構造 一般， 圧力 式 アイロン 
の 過 圧 試験， スチーム アイ 
ロンの 噴出 防止， コ一 ドレ 

スァ イロ ンの接 fefe 置の 
開閉 試験な ど 


IEC 

60335-2-3 


22 


國 に 同じ。 


IDT 






23. 内部 
配線 


JIS C 9335-1 による。 


IEC 

60335-2-3 


23 


JIS に 同じ。 


IDT 






24. 部品 


スチーム 噴出 を コント 口 
—ル する スィ ツチ は 50 000 
回の 開閉 

温度 過 昇 防止 装置 は， 自己 
復帰 形に 限定。 


IEC 

60335-2-3 


24 


國 に 同じ。 


IDT 







14 

9335-2-3 ： 2004 



■ ■ ^S^S00. .-Ik^sK^.lb ^ さ T サ」 W 4。 



■) JIS の 規定 


(II) 国際 

規格 番号 


(III) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 
の 項目 ごとの 評価 及び その 内容 

表示 箇所 ： 本体 

表示 方法 ： 点線の 下線 


(V) J1S と国隐 規格との 技術的 差異の 理由 
及び 今後の 文 操 


項目 
番号 


内容 




項目 
番号 


内容 


項 目 ご と 
の 評価 


技術的 差異の 内容 




25. 電源 
接続 及び 
外部 可と 
う コード 


電源 コー ドの 種類， 断面 
積， 折曲げ 試験な ど 
25.7 

ポ リ 塩化 ビニル シース コ 
ードは 使用 不可。 

25.14 

コー ドの 折曲げの 耐久性 
試験に おいて， 質量が 2 kg 
を 超える もの だけに 2 kg 
の 荷重 を 加える。 2 kg 以下 
は 共通 規格の 規定 （5 N の 
荷重） で 試験 を 行う。 


IEC 

60335-2-3 


25 


25.7 

ポ リ 塩化 ビニ ルシー 
ス コード は， コード レ 

ス アイ ロンの スタン 
ドの主 電源 用に 使用 
可能。 

25.14 

コ一 ドの 折曲げの 耐 
久性 試験に おいて， 
IEC では， 質量に 関係 
な く ， 一律に 2 kg の 荷 
重 を 加える。 


MOD/ 変 
更 


25.7 

1EC 規格で はポ リ 塩化 
ビニル シース コード 
を コードレス アイ 口 
ンの スタン ド の主電 
源 用に 使用 可と して 
いる カミ， JIS では， ポ 
リ 塩化 ビニル シース 
コ一 ドを 使用 不可と 
した。 
25.14 

IEC で' は， アイロンの 
質量に 関係な く， 一律 
に 2 kg の 荷重 を 加え 
る 力 5 ， JIS では， 質量 
が 2 kg を 超える もの 
だけに， 2 kg の 荷重 を 
加える こ とに した [質 
量 2 kg 以下 は， 共通 規 
格の 条件 （5 N の 荷重） 
で 試, 験 を 行う。] 


25.7 

コードレス アイロン だけ， 電源 コード 
が 高温 部に 触れる 危険性がない と はい 
い 切れない。 安全 上の 問題 （耐熱） 力； 
あると 考え， ポリ 塩化 ビニル シース コ 
ード は， 使用 不可と した。 1EC 提案 を 
検討す る。 

25.14 

使用 実態から みて， アイロンの 質量 （通 
常 1.2 kg 程度) よ り も はるかに 低い 荷 
重し か 電源 コードに 加わらない。 実際 
の 使用 実 態 を 反映した 荷重 を 加える ベ 
きで ある。 また， IEC の 規定が 厳しい 
の は， クラス I の 接地 線の 断線 保護 （感 
電 防止） のた めと 考える。 IEC 提案 を 
検討す る。 


26. 外部 
導体 用 端 
子 


■ c 9335-1 による。 


IEC 

60335-2-3 


26 


國 に 同じ。 


IDT 






27. 接地 

接続の 手 
段 


國 C 9335-1 による。 


IEC 

60335-2-3 


27 


國 に 同じ。 


IDT 
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( I ) JIS の 規定 


(II) 国際 

+ 日 士か ^(6- 口 


(ffl) 国際規格の 規定 


(IV) JIS と 国際規格との 技術的 差異 

の 項目 ご と の 評価 及び その 内容 
表示 箇所 ： 本体 
表示 方法 ： 点線の 下^ 


(\') JIS と 国 格との 技術的 差異の 理由 

次 ひ' 兮 の)^ 束 


項目 

番号 


内容 


項目 
番号 


内 谷 


項目^ と 
の 評価 


X-f- /Jj- XT-. -^4- ffi r-f-f 

技術的 差異の 内 谷 


28. ねじ 

及 ひ 接?! 冗 


■ C 9335-1 による。 


IEC 

60335-2-3 


28 


國 に 同じ。 


IDT 






29. 空間 

nrrehtt 、、八 

面 距離 及 
び 固体 絶 

縁 


空間 距離， 沿 面 距離 及び 固 
体 絶縁の, 字 さ 

コードレス アイロンの ソ 
ケッ トの 沈み 深さ を 規定 


IEC 

60335-2-3 


29 


國 に 同じ。 


IDT 






30. 耐熱 

1 王 次 ひ |时 

火 性 


ボール プ レツ シャ 試験， グ 

^ "ノ ぁ B^>- r V、 ― 

ロー ワイヤ ば 験 次 ひ 一 一 
ドルフ レーム 試, 験 


IEC 

60335-2-3 


30 


國 に 同じ。 


IDT 






i 1 . [HJJ /肉 

食 性 


lie n^^c 1 /ァ V ブ 

J la C 9335-1 による。 


IEC 

60335-2-3 


31 


JIS に 1 口」 し 。 


IDT 






32. 放射 

線， 毒性 
その他 こ 
れに 類す 
る 危険性 


特に 規定な し 


IEC 

60335-2-3 


32 


國 に 同じ。 


IDT 






附属 書 


■ C 9335-1 による。 


IEC 

60335-2-3 


附属 書 


國 に 同じ。 


IDT 







JIS と 国際規格 と の 対応の 程度の 全体 評価 ： MOD 



備考 1. 項目 ごとの 評価 欄の 記号の 意味 は， 次のと おりで ある。 
一 IDT 技術的 差異がない。 

- MOD/ 追加 国際規格 にない 規定 項目 又は 規定 内容 を 追加して いる。 

一 MOD/ 変更 国際規格の 規定 内容 を 変更して いる。 

2. JIS と 国際規格との 対応の 程度の 全体 評価 欄の 記号の 意味 は， 次のと おりで ある。 
一 MOD 国際規格 を 修正して いる。 



16 

C 9335-2-3 ： 2004 



お f ま ョ in ■ o ^I-dai. 0SSS^ ^ o 叫 40 
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参考 規格 



参考 規格 は， JISC 9335-1 の 参考 規格に よる ほ 力 \ 次に よる。 

JIS C 9335-2-44 家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 第 2-44 部 ： 電気 アイ ロナの 個別 要求 事項 



^作 権 法に 1 1 無断での 複製， ^祯 等 は 禁止 さ れて お り ま す。 
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JISC 9335-2-3： 2004 

家庭 用 及び これに 類す る 電気機器の 安全性 一 
第 2-3 部 ： 電気 アイロンの 個別 要求 事項 

解 説 



この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定， 記載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 

規格の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集， 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団 法 
人 日本規格協会へ お願い します。 

1. 改正の 趣旨 旧規 格 は， 1993 年に 第 4 版と して 発行され た IEC 60335-2-3 ： 1993, Household and similar 
electrical apol iances ― Safety ― Part 2-3 : Particular requirements for electric irons ^兀に ィ 乍 成 し たま 見 格で、 あつ た。 
その後， IEC 60335-2-3 が 2002 年に 第 5 版と して 発行され た。 そこで， この 規格 を， IEC 規格に 整合 させ 

るた めに 改正 を 行った。 

2. 改正の 経緯 この 規格 は， 電気 アイロン として 国際的に 広く 用いられ ており， 日本と しても 対応す る 
IEC 規格の 改正に 合わせて， 可能な 限り 早く 改正す る ことが 望まれて いる。 今回の 改正 も， 国際的な 動き 
に 合わせて いる。 

3. 適用 範囲 この 規格の 適用 範囲 は， 家庭 用 及び これに 類す る ものと なって いる 力、 店舗， 厨房， 農業， 
サービス 業な どに 用いる もの も 含まれる。 また， この 規格 は， 制定 後に 電気 用品 安全 法の 技術 基準 省令 第 
2 項への 採用 を 前提と している。 

4. 規定 項目の 内容 この 規格 は 原則として， 元と なる IEC 60335-2-3 に 整合して いる。 規定 項目 は 次の 
とおりで ある。 

― 感電に 対する 保護 及び 有害な 水の 浸入に 対する 保護 分類 

一 本体 表示 及び 取扱説明書 

一 充電 部への 接近に 対する 保護 

一 定格 入力 又は 定格 電流の 許容 差 

一 通常 使用 状態での 温度 上昇限度 

- 動作 温度での 漏え い 電流 及ぴ耐 電圧 

一 過渡 過 電圧 

- 耐湿性 

一 漏え い 電流 及び 耐 電圧 

一 変圧器 及び その 関連 回路の 過 負荷 保護 

一 異常 運転 、 

解 1 

著作権法 により 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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一 安定性 及び 機械的 危険 
一 機械的 強度 
一 構造 一般 

一 内部 配線に 関する 規定 
一 部品の 取扱い 

一 電源 接続 及び 外部 可とう コード 
一 外部 導体 用 端子 
一 接地に 関する 規定 
一 ねじ 及び 接続 

- 空間 距離， 沿 面 距離 及び 固体 絶綠 
- 耐熱性 及び 耐火性 

5. 原案 作成 委員会の 構成 表 原案 作成 委員会の 構成 表 は， 次に よる。 



解 1 

著作権法 によ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ており ます。 
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(委 U 長) 
(委員） 



(WG-1 代表) 
(WG-2 代表) 
(WG-3 代表) 
(WG-4 代表) 
(WG-5 代表) 



(^務 局） 



(委 M;^) 
(委員） 

(事務局） 



解 3 



第 59/61-1 小委員会 構成 表 



アイロン 技術 専門 委員会 構成 表 



所属 

東京大学 大学院 新 領域 創 成 科学 研究科 

財団法人 電気 安全 環境 研究所 

財団法人 日本 品質保証 機構 

独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 

社団法人 日本 電気 協会 

国民生活 センター 

財団法人 日本 消費者 協会 

全国 地域 婦人 団体 連絡 協議会 

消費 科学 連合会 

社団法人 日本 厨房 工業 会 

曰 本 自動販売機 工業 会 

日本 暖房 機器 工業 会 

社 団 法人 日本 ホームへ ル ス 機器 工業 会 

社団法人 日本 冷凍 空調 工業 会 

社団法人 日 本 ガス 石油 機器 工業 会 

社団法人 電子 情報技術 産業 協会 

三洋 電機 株式会社 

シャープ 株式会社 

株式会社 東芝 

日 立 ホーム & ライフ ソリュ 一 シ ョ ン 株 式 会 
社 

松下電器 産業 株式会社 

松下電器 産業 株式会社 

松下電工 株式会社 

三菱 電機 株式会社 

財団法人 電気 安全 環境 研究所 

松下電器 産業 株式会社 

松 下 冷 機 株式会社 

東芝 キャリア 株式会社 

日立 ェ機 株式会社 

経済 産業 省 

経済 産業 省 

経済 産業 省 

社団法人 日本 電機 工業 会 
社団法人 日本 電機 工業 会 



mm 

松下電器 産業 株式会社 
三洋 ホーム アプライ アンス 鳥 取 株式会社 
東芝 ホーム テク ノ 株式会社 
社団法人 日本 電機 工業 会 



一哲 人 純 

g 雄 芳雅 

水田 井子 

清 山 高 ® 
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せ 作 ま 法に 1 1 無断での ■ fe® 等 は^ ik さ れて お り ま す。 



★ 内容に ついての お Iftl 合せ は， ^ゆ 部 ほ ゆ gsg^;y! へ FAX [FAX(03)3405-554l TEL(03)5770-1573] 

で ご連絡く だきい。 
★JIS 規格 票の 正^ 票が 発行され た^ 合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会^ 行の 月刊誌 準 化 ジャーナル" に， 正',^ の 内お を^^い たします。 

(2) 原則として 毎月 第 3 火曜日に， "日経 産^ 新閒" 及び "日刊 ェぉ新 i!r の JIS 発行の 広告 願 

で， 正誤 票が 発行 さ れた JIS 規格 番号 及び 規格の 名称 をお 知らせい たします。 
なお， 当 協会のお S 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 止^, が 発行され た 場合， 自動 
的に お送りい たします。 

★JIS 规格 票の ご注文 は， 呰及卞 ，部 カス 夕 マーサ一 ビス 課 [TEL(03)3583-3002 FAX(03)3 583 -0462] 
又は 下 ffi の 当 協会 各 支部に おきましても ご注文 を 承って おります ので， お 申込みく ださい。 
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